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２０２５年度の事業報告書 

 

  ２０２５年７月１日から２０２６年６月３０日まで 

 

      認定特定非営利活動法人ぎふハチドリ基金  

１ 事業の成果  

  今年度は、助成事業の実施の他、ぎふハチドリ基金の趣旨を伝えるために、当事者の思いを聴く交流会を２

回開催した。子ども・若者を地域で支えることの意義を知っていただく機会となった。団体の資金調達支援の

ために遺贈寄付について学ぶセミナーを実施し、好評を得た。また、事務局の情報の一元化や助成事業の募集

や管理をオンライン化するなど、事業運営や事務作業の効率化に取り組んだ。2026 年度助成事業の募集に際

しては、より多くの団体の相談に乗ることができ、団体とのコミュニケーションがとりやすくなった。 

  法人化後、9期目を終え、事業は大きくなってきたが、財源は安定していないので、引き続き、多くの方に

ご支援いただけるよう、法人の活動内容を伝えていきたい。  

  

（１） 寄付金等の募集と管理に関する事業 

   ◎助成事業に対する寄付金の総額は ８,７８２,０２２円であった。 

    (内訳） 

     ・企業・団体からの寄付 13件 計 2,353,426円     

     ・個人からの寄付（ネット募金を含む） のべ 121件  計 5,292,906円 

     ・東海ろうきん NPO寄付システムからの寄付 のべ 161件（登録人数 14人） 計 62,400円 

     ・羽島市ふるさと納税からの寄付金（返礼品分を支援） 128口×3,000円  計 384,000円 

     ・寄付付き自販機からの寄付 のべ 67件（7箇所） 計 145,384円 

     ・募金箱からの寄付 のべ 15件 計 43,906円 

     ・田口福寿会助成金分 500,000円 

   ○寄付者、支援者には、随時、お礼と「ぎふハチドリ基金通信」等による報告をした。 

 

（２） ＮＰＯ等に対する助成事業に関する事業 

 ＜１＞2025年度助成事業の実施 

   実施期間 2025 年 4月 1日～2026 年 3月 31 日 助成件数 全 28件 総額 6,500,229 円 

  2026 年 4月 10日までに各助成団体から実績報告を受け、5月末までに精査・支払いを完了した。 

  

A 事業助成 全 23件 合計 5,752,250 円 

   うち、14件の事業は次の冠寄付金の対象です（合計 340 万円分） 

 ☆１たんぽぽ薬局キッズまんぷく基金（2件 合計 200,000 円） 

  ☆２こくみん共済 coop 子ども成長基金（3件合計 200,000 円） 

 ☆３東海ろうきん未来応援寄付金（9件 合計 3,000,000 円） 

  

［すぽっと助成］（事業費の一部、単一経費、物品購入費等に助成） 

 ①ゆずりゆーず（岐阜市） 

      子ども服の譲渡会に併設する、子育て世代の居場所作り事業 53,000 円（☆２ 50,000 円分） 

 ②おばあちゃんの子ども食堂西っ子（岐阜市）子ども食堂５周年事業 91,000 円（☆１） 

 ③NPO 法人チャイルドラインぎふ（岐阜市） 

子どもたちの居場所を支えるボランティア活動を目指す受け手の養成講座事業 36,250 円 

 ④Ferel（土岐市）ひとり親カフェ事業 50,000 円（☆２）   

 ⑤岐阜県医療的ケア児者の会ギフアイライン（岐阜市） 

     医療的ケア児者が安心して地域で暮らすための情報提供事業 65,000 円   

 ⑥みのぎくこども食堂（羽島市） 子ども食堂運営事業 100,000 円（☆３） 

 ⑦ことなり to（可児市）表現あそびワークショップ事業 97,000 円 
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［はじめる助成］（実績 3年以下の取組みを応援） 

 ①NPO 法人道 TAO（関市）好きと得意でヒーローになる！TAOe スポーツ CUP 事業 300,000 円（☆３） 

 ②別府こども食堂まんまる（瑞穂市）作って食べる「子ども食堂」事業 190,000 円（☆１ 109,000 円分） 

 ③Share living 日和こども食堂（白川町）みんなの居場所こども食堂事業 240,000 円（☆２ 100,000 円分） 

 ④ぎふフリースクールネットワーク（羽島市） 

    岐阜県内の民間教育団体の横のつながりを創出する「ぎふフリースクールネットワーク」事業 137.000 円 

 ⑤一般社団法人ナラティヴ・ラボ（岐阜市） 

     表現・対話活動を中心とした若者のための安心居場所事業 300,000 円（☆３） 

 ※りもん（恵那市）「手仕事から繋がる若者の居場所作り事業」は団体の事情により中止されました。 

  

［つづける助成］（事業の継続を応援） 

 ①お結びの森（可児市) お結びまぁる～不登校児童とそのお母さんが家庭以外と出会いつながりほっと一息つ    

     けて自己理解が深まる 居場所作り事業～ 400,000 円（☆３） 

 ②お休み学園（揖斐川町） 

    ～昔ながらの田んぼ・畑仕事～不登校の子どもたちと働く体験型学びの事業  318,000 円 

 ③そらまめ（岐阜市）医療的ケア児者の通学・通所サポート事業 300,000 円（☆３） 

 ④I′m(アイム)（北方町） 

      不登校・ひきこもりからの自立支援 おしごと工房 i works（若者の居場所）事業 228,000 円 

 ⑤一般社団法人よだか総合研究所（揖斐川町）むいむい子育てサポーター事業 400,000 円 

 ⑥一般社団法人山学（本巣市） 

    中山間地の子どもたちに向けた学習支援・居場所『寺子屋シアン』継続運営事業 400,000 円（☆３） 

 ⑦NPO 法人仕事工房ポポロ（岐阜市） 

    同じ悩みを分かち合い、つながり続ける：ひきこもり・不登校家族会・親の会事業 400,000 円 

 ⑧ぎなんプレーパークの会（岐南町）外遊びをとおした居場所づくり～放課後プレーパーク～事業 399,000 円 

 ⑨ハルジオン～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会（飛騨市）学校や PTA・地域と繋がり不登校等の 

  多様な困りごとに悩む子ども達や家族に寄り添いつづける居場所づくり事業 400,000 円 （☆３） 

 ⑩NPO 法人 MINO COOL JAPAN（美濃市） みのっ子繋がりプロジェクト事業 400,000 円 （☆３） 

  

［はばたく助成］（事業の拡大を応援）   

 NPO 法人美濃加茂国際交流協会（美濃加茂市）外国にルーツを持つ高校生の学習支援事業 448,000 円  

 （☆3 400,000 円分） 

 B 利用者負担軽減助成 全５件 総額 747,979 円 

① あしたの支援室（大垣市） ひきこもり女子会「ラルジュ」事業 102,164 円 

  ②NPO 法人飛騨高山わらべうたの会（高山市） 

   高山市ファミリー・サポート事業・びぃぼぉサポート事業 180,875 円 

  ③一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

   学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業 158,940 円 

  ④一般社団法人 SEIMA１３７（関市） 児童自立生活援助支援事業 200,000 円 

  ⑤全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜（美濃加茂市） 

   依存症に巻き込まれた家族の困りごとの相談と病気の知識と家族の対応を学ぶ場を提供する事業 106,000 円 

  

＜2＞2026年度助成事業募集と審査・採択 

・助成事業の募集から採択決定まで、次のようなスケジュールで実施した。 

     募集要項案の決定：第 1回審査委員会（2026年 2月９日） 

      募集要項の決定：第４回理事会（2026年 2月 17日） 

   募集期間：申請エントリー期間 2026年 4月 1日～5月 10日 書類締切 5/15  

   個別相談期間：2026年 3月 15日～5月 10日 

   採択事業候補の選定：第 2回審査委員会（2026年 6月 2日） 

   採択事業の決定：第 5回理事会（2026年 6月 4日） 

   採択証書交付式の開催：2026年 6月 17日 会場 ハートフルスクエアーG（岐阜市）  
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  ・審査委員会と理事会の決定により、以下の事業が採択された。 

    助成事業の実施期間：2026 年 4月 1日～2027 年 3 月 31日 

    採択数 全３１件（申請数３８件） 総額 7,286,000 円 

  

＜採択事業＞ 

A 事業助成 全 25 件 合計 6,278,000 円 

   A 事業助成のうち、16件の事業は次の冠寄付金の対象です（合計 340 万円分） 

☆１ たんぽぽ薬局キッズまんぷく基金（3件 合計 200,000 円） 

☆２ こくみん共済 coop 子ども成長基金（3件 合計 200,000 円）  

☆３ ムトー精工はじめの一歩応援基金（10件 合計 3,000,000 円 

  

［すぽっと助成］（事業費の一部、単一経費、物品購入費等に助成） 

①みずほ市民トーク祭り実行委員会 （瑞穂市) 

 第５回 みずほ市民トーク祭り～じぶんを大事にするルール～事業  65,000 円 

②キラキラ FamilySchool （岐南町) ゆるっと不登校緩める会開催事業 61,000 円（☆2・50,000 円分） 

➂NPO 法人スマイル Basket（岐阜市） 

地域全体で支える子どものお腹と学習の機会事業 100,000 円（☆1・50,000 円分） 

④ミカーレ岐阜（揖斐川町）視覚障害児者の可能性をひらくスポーツ体験事業 97,000 円（☆3） 

⑤NPO 法人日本ウーマンプロジェクト（岐阜市）子育てセミナー＆子育て Café 事業 29,000 円 

⑥一般社団法人こども食堂ナナカフェ（岐阜市）クリスマスわくわく大パーティー事業 100,000 円 

⑦NPO 法人チャイルドラインぎふ（岐阜市） 

  子どもたちの居場所を支えるボランティア活動を目指す受け手の養成講座事業 100,000 円 

  

［はじめる助成］（実績 3年以下の取組みを応援） 

① NPO 法人ゆずりゆーず（岐阜市） 

子ども服の譲渡会に併設する、子育て世代の居場所作り事業 200,000 円（☆2・50,000 円分）  

②NPO 法人じゃあさアカデミー（七宗町） 

不登校・ひきこもり解決アクション コミュニティカフェ事業 300,000 円（☆3） 

➂NPO 法人スマイルバトン（岐阜市）学藝の森 CoE こころのケア充実トライアル事業 300,000 円 

④別府こども食堂まんまる（瑞穂市）作って食べる「子ども食堂」事業 200,000 円（☆1・50,000 円分） 

⑤やさか子育てサポーターさくらっこ（中津川市）訪問型子育て支援ホームスタート事業 300,000 円（☆3） 

⑥ママの笑顔のために（各務原市） 

子育て中のママとこどもを全力で応援する事業 200,000 円（☆2・100,000 円分） 

⑦NPO 法人ねこのひげ （高山市） 

不登校の子どもや家庭も参加しやすく、繋がりや相談の出来るあそび場事業 300,000 円（☆3） 

⑧Ferel（土岐市）ひとり親家庭の子どもたちへの体験機会事業 120,000 円 

  

［つづける助成］（事業の継続を応援） 

①Share living 日和 こども食堂（白川町） 

食でつながる地域の居場所づくり事業  270,000 円（☆1・100,000 円分）  

②NPO 法人らいふくらうど（岐阜市） 

 重度の障害のある方々の「働く」を通して共生の輪が広がる事業 500,000 円（☆3） 

➂ぎふフリースクールネットワーク（羽島市） 

 岐阜県内の不登校支援ネットワーク強化と、自走可能な組織基盤の構築事業 500,000 円 

④NPO 法人チュラサンガ（岐阜市） 

 生きづらさを抱える若者の農業による支援事業(販売促進と情報発信を核に) 500,000 円（☆3） 

⑤一般社団法人ナラティヴ・ラボ（岐阜市） 

 表現・対話・社会参加を一体的に支える若者の安心居場所づくり事業 282,000 円（☆3） 

⑥お休み学園（揖斐川町） 
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 不登校、引きこもりの子がいるご家庭と一緒に働く体験型学びの事業 375,000 円（☆3・270,000 円分) 

⑦そらまめ（岐阜市) 医療的ケア児者の通学・通所サポート事業  180,000 円（☆3） 

⑧ハルジオン～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会（飛騨市） 

 ハルジオンらしく地域の中で子ども達を守り育む継続の為の居場所づくり 380,000 円（☆3・271,000 円分） 

⑨いるかのこそだて（大垣市）いるかのおうち（拠点活動）事業  320,000 円 

⑩一般社団法人ぎふこども食堂ネット（岐南町） 

 岐阜県内こども食堂エリア拠点ネットワーク構築・配送体制構築事業 499,000 円 

  

B 利用者負担軽減助成 全６件 総額 1,008,000 円 

①一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク（岐阜市） 

 学習支援室へ通う生活困窮世帯への交通費支援事業  200,000 円 

②全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜（美濃加茂市） 

 ギャンブル依存症に巻き込まれた家族に病気の知識と対応を学ぶ場を提供する事業 200,000 円 

➂NPO 法人飛騨高山わらべうたの会（高山市） 

 ファミリーサポート事業・びぃぼぉサポート事業（託児事業） 200,000 円 

④一般社団法人 SEIMA137（関市）子ども生活支援事業 200,000 円 

⑤そらまめ（岐阜市）医療的ケア児者の通学通所サポート事業 10,000 円 

⑥NPO 法人ｌａ ｃａｓｅｔｔａ（高山市） 経済的困難家庭の子どもの参加機会確保事業  198,000 円 

  

＜3＞ 助成プログラム改善事業  

2025年度助成プログラムの結果を踏まえ、2026年度助成プログラムの変更点がないかを検討した。  

（検討結果） 

 ・A助成事業の「つづける助成」と「はばたく助成」を統合し、「つづける助成」の 1件当たりの上限額を 

40万円から 50万円に引き上げ、採択数を 6件から 7件に、「はじめる助成」の件数を 5件から 10件に増 

やす。 

 ・A事業助成を昨年より 100万円増額して 700万円、B利用者負担軽減助成 100万円と合わせ、総額 800万 

円とする。 

 ＊新しい冠寄付金について 

   「東海ろうきん未来応援寄付金」による助成が 2025年度で終了した。 

    新たに「ムトー精工はじめの一歩応援基金」を設けることになった。 

 2026年助成事業の募集要項案は第 3回理事会に提案、第 1回審査委員会で審議、第 4回理事会で決定した。 

 

（３）ＮＰＯ等の資金調達支援・運営相談・コンサルティング事業 

〇遺贈寄付セミナーの開催 

 人生最後の社会貢献として関心が高まっている「遺贈寄付」についての知識や、受け入れ側の準備につい 

 て学ぶセミナーを開催した。子ども・若者・子育て家庭支援の団体だけでなく、社会福祉協議会や金融機   

関からの参加もあった。今後も、他団体と一緒に学ぶ機会を設けていきたい。 

 日時：2026年 2⽉13⽇  会場：みんなの森ぎふメディアコスモス「かんがえるスタジオ」 

講師：山北洋二さん（一般社団法人レガシーギフト協会共同代表） 

  参加者数：35人（団体数 23） 

・助成事業を実施している団体や申請を検討している団体に対して、会計書類の作成方法や団体の決算書 

類の作成のサポートをした。他の助成金情報なども紹介した。 

 

（４）情報発信・広報・啓発事業     

 

＜１＞当事者の声を聴く交流会の開催 

  今まで、地域で子ども・若者・子育て家庭を支援している団体の活動報告を聴く交流会を開催してきた 

が、団体が支援している当事者のお話を聞く機会はほとんどなかった。今年度は、総会と応援団交流会 

で、その機会を設けることができ、ぎふハチドリ基金の活動への理解を進めることができた。 
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①認定更新記念交流会 

   2025年度総会の前に、認定 NPO法人の更新を記念した交流会を開催した。 

    

   開催日：2025年８月 31日（日）午後  会場：OKBふれあい会館 展望レセプションルーム 

   テーマ：「若者の声を聴き、地域の課題について考える」 

   話題提供：NPO法人仕事工房ポポロ理事長中川健史さんとポポロの若者  

   ゲスト：江崎岐阜県知事 

   参加人数：37人   

②応援団交流会 

  テーマ：「20才のヤングケアラーが語る 社会やおとなに知ってほしい事！」  

  開催日：2025年 11月 30日（日）午後 会場：ハートフルスクエアーG 研修室 50 

  参加人数：48人 

   

＜２＞ハチドリ Café2026開催事業 

3 会場で、2025 年度助成事業の実施団体の実施報告と参加者交流会を開催した。岐阜会場では、2026 年度

助成事業募集説明会を実施した。 

  【岐阜会場】  

  開催日：2026年 3月 28日  会場：OKBふれあい会館 302大会議室   参加人数：36人 

  報告団体：ゆずりゆーず/おばあちゃんの子ども食堂西っ子/岐阜医療的ケア児者の 会ギフアイライン/ 

みのぎくこども食堂/別府こども食堂まんまる/お休み学園/I’ｍ/ 

 一般社団法人よだか総合研究所/NPO法人仕事工房ポポロ/ぎなんプレーパークの会/ 

NPO法人 MINO COOL JAPAN/一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク    

  【多治見会場】 

  開催日：2026年 4月 9日  会場：とうしん学びの丘「エール」多目的室  参加人数：20人 

  報告団体：Ferel/ことなり to/Share living 日和 子ども食堂/ぎふフリースクールネットワーク/ 

そらまめ/お結びの森/ NPO法人美濃加茂国際交流協会/全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜  

  【高山会場】  

  開催日：2026年 4月 11日 会場：高山市民文化会館 2-3練習室  参加人数：16人  

  報告団体：NPO法人チャイルドラインぎふ/NPO法人道 TAO/一般社団法人ナラティヴ・ラボ/  

ハルジオン～不登校や不登校経験者の子と親と一緒に歩む会/ 

NPO法人飛騨高山わらべうたの会/ 全国ギャンブル依存症家族の会 岐阜  

   

 ＜３＞ 組織基盤強化の取組み    

   情報共有システムの整理とデータベース構築に取り組んだ。  

   奏ワークス株式会社の支援をうけ、kintoneを軸にしたシステムを構築し業務の効率化を図った。   

  ・月に 2回、オンラインミーティングを実施、主に以下のことができるようになった。 

① 顧客管理の一元化 

     寄付者、支援者、助成先等の情報を kintoneで管理できるようになり、セミナー等の参加、助成事業 

の履歴等も自動的に追加される仕組みができた。 

   ②助成事業にかかわる業務のオンライン化 

     「じぶんフォーム」、「じぶんレコード」を導入、kintoneと連携し、助成事業の相談や申請、 

     事業実施等、団体とのやりとりが Kintone上に記録されるようになった。 

     担当者内での共有しやすくなり、リモートワークも可能になった。    

  ・さまざまな場面で、kintoneを活用できることがわかったので、事業だけでなく、労務や会計等にも 

   利用できるようにしていきたい。   

  

（５）協働提案・政策提言事業 

・他団体との協働 

     (社福）岐阜県福祉事業団による「清流ラーメンの無償提供」希望団体の募集に協力した（11月）  
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２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人

数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千円） 

＊（）内はボランティ

ア受入評価費用 

寄付金等の募集

と管理に関する

事業 

・リーフレットの作成、配布 

・募金箱の設置依頼 

・お礼状、通信等の郵送 

 

(A) 通年 

(B) 岐阜県内 

(C) ７人 

(D) 一般県民 

(E) 不特定多

数 

 １，３５９ 

 （２８９） 

ＮＰＯ等に対す

る助成事業に関

する事業 

・2025 年度助成事業の報告と

清算（4月～5月） 

・2026 年度募集要項の決定と

配布（2月～4月） 

・2026 年度助成事業の募集

（4/1～5/15） 

・個別相談期間（3/15～5/10） 

・審査委員会の開催（2/9、6/2） 

・授与式の開催（6/17） 

・管理事務 

(A) 1月～６月 

(B) 岐阜市内 

(C)１３人（審

査委員を含

む） 

(D)NPO 等 市

民団体 

(E)不特定多

数 

 ８，１１２ 

（４４３） 

・助成プログラム改善事業 (A）10月～2月 

(B) 岐阜市内 

(C) ４人 

(D)NPO 等 市

民団体 

(E)不特定多

数 

６０ 

（４８） 

ＮＰＯ等の資金

調達支援・運営

相談・コンサル

ティング事業 

・団体に対する助成金の相談、

情報提供、アドバイス 

・遺贈寄付セミナーの開催

(2/13) 

(A)通年 

(B)岐阜県内ほ

か 

(C)7人 

(D)NPO等 

(E)不特定多

数 

１６３ 

（５６） 

 

情報発信・広報・

啓発事業 

・ホームページ、facebook、イ

ンスタグラムの運営 

・ハチドリ Café(地域交流会)

開催事業 

・kintoneシステム構築 

・ハチドリ通信発行 

・みんなのハチドリの運営 

・応援団交流会 

(A) 通年 

(B)岐阜県内 

(C)10人 

(D) NPO 等と

一般県民 

(E)不特定多

数 
 １,２０２ 

（１４６） 

 

第４条に掲げた

活動に係る課題

解決のための協

働提案・政策提

言事業 

・他団体イベントの後援と協   

 力 

 

 

(A) 通年 

(B)岐阜県内 

(C)１人 

(D) NPO 等市

民団体 

(E) 不特定多

数 

５ 

（５） 

 


